
水稲と畑作物の複合経営
白ねぎ栽培で定期な収入を確保

株式会社ヤマジマ（白山市）

 12集落の300戸を超える農業者から出資金を募り、

平成14年に(株)ヤマジマを設立。

 市場価格が高値で安定し、単収２トン以上が見込め

る「白ねぎ」に着目して導入。

 現在の経営規模は、白ねぎ3.5ha、麦・大豆40ha、

水稲25ha。

 正社員５名、農繁期に登録パート者から雇用。

園芸作物導入の経緯等

 多品目でなく「白ねぎ」に絞って栽培技術を確立。

 冬期の作業があることで、年間の雇用が図られた。

 水稲販売収入がない月の売上に貢献。

 市場との信頼関係を重視する観点から、選別は厳しく

行っている。

 市場出荷のほか、ラーメン店や焼き肉店へ出荷販売。

その他、配送や包装作業が省略できる近隣の消費者に

も販売。

これまでの課題に対する対応

 ねぎ集出荷施設の竣工を契機として、栽培面積を拡大

するとともに、複数品種の導入や新たな栽培技術の習

得で、年間を通じた出荷・販売を目指す。

 地域の若手農業者育成への貢献を図る。

今後の展望等

水稲以外の主な園芸作物等

※ イラストはイメージ
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白ねぎの選別作業
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令和5年3月竣工された
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